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令和8年度 就学説明会（中学校向け）

１．就学相談とは

２．中学校の生活・学習

３．就学（入学）までの流れ

浦安市教育委員会
教育センター
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1.就学相談とは…

生徒の発達特性や状況を共有し、

必要な支援や、力を発揮できる学びの場を

保護者と一緒に考えていく

通常の学級

特別支援学級

特別支援学校



まなびサポートとは？
①就学相談
生徒に適した学びの場を一緒に相談

②学校生活の相談
入学後、学校とともに必要な支援を相談

☆担当スタッフ
指導主事・指導員・医師・スーパーバイザー
相談員（公認心理師・臨床心理士・言語聴覚士

・理学療法士・作業療法士）

☆問い合わせ
教育センター （富岡小学校 内）

℡ ３８１－７９６１ 月～金 ９：００～１７：００
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2.中学校の生活・学習

中学校では、授業は教科担任制となり、定期テストがあります。
自分で計画を立てて、学習を進める力が求められていきます。
部活動など、自分の興味のあることに、仲間と一緒に取り組むこと
がたくさんあります。



3つの学びの場

市内の公立中学校９校では、子ども一人一人の教
育的ニーズに応じた学びの場を用意し、その子の持
てる力を高め、生活や学習上の困難を改善または克
服することを目的として、適切な指導および必要な支
援を行っています。

通常の学級
特別支援学級（全校設置）
特別支援学校 R８.4.1現在
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中学校の日課表（例） 授業時間：小４５分⇒中５０分

朝の読書 ８：１５～ ８：２５

朝の会 ８：２５～ ８：３０

１校時 ８：４０～ ９：３０

２校時 ９：４０～１０：３０

３校時 １０：４０～１１：３０

４校時 １１：４０～１２：３０

給食 １２：４０～１３：１０

５校時 １３：３０～１４：２０

６校時 １４：３０～１５：２０

清掃 １５：２５～１５：４０

帰りの会 １５：４５～１６：００
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通常の学級

・大きい集団（1クラス35～40人）で学ぶ。

・定められたカリキュラムに沿った教科学習

・担任が中心となって全体の中で指導・支援を行う。
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中学校通常の学級（例）

月 火 水 木 金

１ 国語 社会 英語 理科 理科

２ 数学 保体 理科 国語 音楽

３ 技・家 数学 社会 数学 国語

４ 技・家 国語 美術 英語 保体

５ 社会 道徳 保体 総合 学活

６ 英語 英語 総合
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「通常の学級」の中での特別支援教育
教室にいる様々な個性の子ども達

担任が中心となり、大きな集団（最大35～40人）
の中で特別支援教育を実施

例）読み書きの支援

板書の量を調節
（めあて・まとめは必ず）
ルビふり
（教科書や試験問題）
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特別支援学級
少人数での学習

⚫生徒の状況や習熟度に応じたグループ学習・

 個別学習
   （使用する教科書は生徒の状況や習熟度によって異なる）

⚫学び方（知的学級、自閉症・情緒学級）

体験学習等を通じて、生活の基本となる技術や

行動を学ぶ

通常の学級との行事や教科学習への交流を生徒
の状況や各校の状況に応じて実施



(例)
・具体物を使用して学習
・個の課題に応じたプリントの
使用など



はっぴい発表会



知的学級 自閉症・情緒学級

一クラスの
人数

８人まで ８人まで

教育課程

〇各教科等の内容
• 下学年や知的障がい特別支援学校
の各教科の目標及び内容に替えるこ
とができる。

• 必要に応じて、各教科、道徳、特別活
動及び自立活動の全部又は一部を合
わせて指導することができる。（生活
単元学習、作業学習等）

〇各教科等の内容
• 当該学年の各教科の目標及び
内容を扱う。必要に応じて、下学
年の各教科の目標及び内容に替
えることができる。

〇自立活動（コミュニケーションの練習、社会性を育てる等の活動）

知的学級と自閉症・情緒学級について



学校名 設置状況

中学校 知的 自・情

浦 安 中 〇 〇

堀 江 中 〇 予定

見 明 川 中 〇 〇

入 船 中 〇 予定

富 岡 中 〇 〇

美 浜 中 〇 予定

日 の 出 中 〇 予定

明 海 中 〇 〇

高 洲 中 予定 〇
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特別支援学級卒業後の進路

特別支援学校への進学

一般の高校への進学

（入学試験がある） 等
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特別支援学校

少人数での学習

生活上の自立を図るための知識や能
力を身に付けることを目的としている。

県立市川特別支援学校(知的)、県立
船橋夏見特別支援学校(肢体不自由)
などがある。



・専門的知識を持った教員による
指導
・個別や小グループでの学習
・一人ひとりに応じた道具が豊富

特別支援学校の様子



千葉県立市川特別支援学校

中学校 特別支援学校（時間割の例）

時刻/曜日

中学部1～3年（普通学級）　※重複A,Bは別日課

月～金

8:50

～９:２０

日常生活の指導

(荷物整理・着替え・係活動・朝の会)

9:20

～１０:１０
国語・数学／自立活動

10:20

～１０:５０
保健体育／自立活動

11:00

～１１:５０

保健体育、生活単元学習等、音楽

(曜日によって異なる)

１１:５０

～１３:１０
日常生活の指導(昼食)等

１３:１０

～１３:５０

総合的な学習の時間等

(曜日によって異なる)

１４:00

～１４:４５

日常生活の指導

(荷物整理・着替え・係活動・帰りの会)

(水曜日は13：00～)

14:45 下校（水曜日：13:30）

https://cms1.chiba-c.ed.jp/ichikawa-
sh/820bd8b5fa23aca6d2001aedd08fe330
                                              （2026/4/10）



特別支援学校の給食
多様な食形態

普通食 きざみ食 やわらか食 ペースト食 等

食事に関する専門医による助言・研修などがあり、
教職員も専門的知識を持ち、学校給食の介助を行っ
ています。
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特別支援学校
中学部卒業後の進路

中学部から県立特別支援学校の高等
部へ進学

障がい者枠での企業就労、福祉的就
労をめざす



県立特別支援学校への就学を検
討している方

⚫学校説明会 （7月頃）
⚫秋期教育相談（体験） （9～11月）

県立市川特別支援学校を希望・検討している
場合

「秋期教育相談」に参加



明海地区に開校する
県立特別支援学校について

現在 県立市川特別支援学校
 県立船橋夏見特別支援学校・・・等

↓
令和９年4月開校 ９月から新校舎に居室予定
※ 開校に向けて準備中
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通級指導教室とは

通級＝授業（教育課程の一部）

対象：通常の学級に在籍し、通常の学級での学習に

おおむね参加できる児童生徒

週１～２時間、授業を抜けて通級へ

通級担当教員が、個別もしくは少人数で指導

拠点校と巡回校での指導※別紙参照

（それ以外の場合は、保護者等の送迎が必要）

生徒に必要な支援かどうか→入学後に学校へ

就学後の支援（通常の学級在籍）
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通級指導教室の内容

LD・ADHD等の通級指導教室

自己理解、行動コントロールなど

県立特別支援学校教員によるサテライト教室・

巡回による指導（見え方・きこえ・からだ）
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いろいろな学びの場
通常の学級 特別支援学級 特別支援学校

主な学習形態 集団での
教科学習

個に応じた
教科学習

生活上の自立を
図る

学校 小・中・高 小・中 （幼）小・中・高

１学級の
     児童生徒数

４０名
（中１は３５名）

８名 ６名
（重複３名）
（高校は8名）

担任 １名 １名 １名
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小学校６年生の就学

進学・
転校・

転籍先

在籍校・学級

中学校
通常の学級
へ

中学校
特別支援学級へ

中学校
特別支援学校
へ

小学校
通常の学級在
籍

不要 必要 必要

小学校
特別支援学級
在籍

必要

学区 学区外

必要原則不要
（学校間引継
ぎ）

学校での
面談

まなびサポートへの相談手続き
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小学校（特学）⇒中学校（特学）へ

基本的には…
まなびサポートの就学相談不要

例：小学校と同じ中学校区へ
現住所のある学区の中学校へ

学区外就学（上記以外の理由）の
意向がある場合

↓
面談（学校、保護者）

↓
教育委員会での協議
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就学相談の流れ（別紙 資料参照）
5月1２日

就学説明会 就学相談申込み（希望者のみ）

まなびサポート⇒保護者（後日電話）

就学相談開始

６～７月 保護者：学区の特別支援学級の見学（希望者のみ）

※授業中のため、説明や質問の時間はありません。

学校：資料作成(作成依頼は保護者から)

まなびサポート：学校参観

集団の中の生活・学習場面を参観し、

生徒の姿を共有しながら、個別相談
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就学相談の流れ（別紙 資料参照）

９月 ６年生の生徒がいる全ての家庭

に学務課から案内が送付される。

✓学校公開の予定 など
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就学相談の流れ（別紙 資料参照）

9月末～ 学校公開

・特別支援学級・通常の学級

どちらも見学できる。

・生徒の同伴可

11月第1週までに就学先の希望決定
（通常の学級・特別支援学級・特別支援学校）
＊特別支援学級・特別支援学校に就学する場合
は、書類の提出が必要

特別支援学級を検討している場合
必ず1度は特別支援学級を見学



2月上旬まで 中学校への情報提供の確認
（就学相談の内容について。希望者のみ）

• 就学相談の内容・頻度は人それぞれ

生徒の詳しい状態像については、各小学
校から中学校へ引継ぎ



3月 入学式前日見学、事前面談の連絡(希望者)

• パニックや飛び出し等の可能性が高い。

• 車いす移動や体育館へ入るのが難しい。 等

入学式の当日から支援を必要とする場合
→所定の期間内に保護者から、学校へ連絡
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就学相談がかならず必要な場合
（現在、通常の学級に在籍）

 特別支援学校への就学を希望

・・・相談と手続きが必要

 特別支援学級への就学を希望

・・・相談と手続きが必要

 通常の学級と特別支援学級で迷っている

・・・ いっしょに考えていきましょう
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就学相談が必要な場合
（現在、特別支援学級に在籍）

 特別支援学校への就学を希望

・・・相談と手続きが必要

 特別支援学級への就学を希望（学区外）

・・・学校での面談に、まなびサポートの同席と手続き

が必要

 通常の学級と特別支援学級で迷っている

・・・ いっしょに考えていきましょう

※ 特別支援学級への就学を希望(学区)

・・・相談は不要(学校間での引継ぎ)



就学相談が必要な場合

個別相談の希望
(予約の時間帯

等）

個別相談を 希望する / 希望しない

※現在、特別支援学級に在籍している方
 中学校就学後も、特別支援学級への就学を希望しており、学校
見学のみ希望する方は

 下記の□にチェックをつけてください。
□特別支援学級の学校見学のみ希望

来所に都合の悪い曜日や時間帯があればお知らせください
（ ）

＊特別支援学校・支援学級への進学には、まなびサポートとの相
談が必要です。
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「就学説明 受付個票」の「個別相談を希望」に〇

まなびサポート職員から保護者宛てに電話をします。

生徒の力が発揮できる学びの場を

保護者と一緒に考えていきます。

・特別支援学校、特別支援学級への就学を希望
されている方
・通常の学級と特別支援学級で迷っている方



• 相談申込票は相談の中で、追記・修正
可能です。わかる範囲でご記入ください。

• 行動観察記録票…この後の個別確認の時
にお渡しします。封筒ごと担任の先生にお
渡しください。

※県立特別支援学校を希望・検討中の方は

後ほど個別に、別途説明あり

就学相談を希望される方



39

「就学説明 受付個票」の「個別相談を希望
しない」に〇

※ 随時、就学相談は受け付け可能

・今の時点で、個別相談を希望しない方

特別支援学級、特別支援学校を検討される場合は
夏休み前までに申込みを！！



就学相談 よくある質問
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１-1.「学区」ではない学校に行くことはできます
か？
・現住所により、学校が指定される＝「学区」

・原則的には、学区の中学校に入学する。

➢ 通常の学級の場合

・昨年度は、小規模学校選択制度を利用（対象学校
は、９月下旬に「学務課」から、新1年生保護者に送
付される文書で確認を）

➢ 特別支援学級の場合

・入学を希望する場合、就学相談の中で申し出る

教育委員会内で協議
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１-2. 学区の中学校には、知的または自閉症・情
緒学級がありません。 学区ではない学校に行く
ことはできますか。

・現住所により、学校が指定される＝「学区」

・原則的には、学区の中学校に入学する。

・学区に希望の学級がない場合でも、児童生徒の障が
いの程度や状態等に合わせた特別の教育課程で学
習をしている

・学区外を希望する場合、教育委員会内での協議が必
要



２．通常の学級で、補助の先生を付けてもらう
ことはできますか？

○児童生徒（個）に教員が付くという対応は、
していない。

・「補助教員」という職種は、現在はない。
・学年・教科支援教員
…各学校に配置されるが、個につくことはない。
学年に配置され、教科の指導、支援にあたる 。

・特別支援教育支援員
…心身にかかる障がいによって食事や排泄、歩行など
日常生活を送る上で介助が必要な児童生徒の支援



３．就学後、まなびサポートへ相談したい時は
どうしたらよいですか？

担任（特別支援教育コーディネーター・SLC)等に相談

保護者

・担任
・特別支援教育
コーディネーター
・SLC

学校

保護者

まなび
サポート

学校

校内での検討を経て、学校からまなびサポート
に依頼



以上で本日の就学説明会を終了します。

• 就学相談の希望がない方
⇒受付票を提出いただき、
そのままお帰りください。

• 就学相談を希望される方
⇒職員が個票の確認に参りますので、
お席でお待ちください。

ありがとうございました。
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